
令和４年度 養父市立高柳小学校だより

《 新型コロナウイルス感染症 第８波 》

新型コロナウイルス感染症の第７波が収まったと少し安心したのも束の間、早くも第８波が
おそってきました。養父市が行っている下水サーベイランス採水結果でも赤信号、警戒が必要
な拡大期となっています。本校におきましても、先週６年生が３日間の登校停止となりました。
学校ではこれまで同様に、毎日の健康観察、検温、手洗い、手指消毒、換気等の徹底を継続し
ていきます。黙食については、文部科学省より「感染状況も踏まえつつ、地域の実情に応じた
取組を検討」するよう連絡がありました。養父市内学校では、新型コロナウイルス感染症の感
染状況を踏まえ、当面の間は黙食を継続します。保護者の皆様には、引き続き児童の健康観察
を行っていただき、発熱等の症状がある場合は登校を見合わせ、医療機関を受診してください。
その際、ご兄弟の登校も見合わせていただきますようよろしくお願いいたします。

１月の主な行事予定
４(水)･５(木) 教職員が一斉に年休を取得する日 １９（木）頑張り教室
９（月）成人の日 ２３（月）児童朝会 クラブ活動

１０（火）３学期始業式 校外児童会 ２４（火）６年生中学校登校 高柳っ子教室
11:30一斉下校 ２５（水）代表委員会 そうあんくんの日

１１（水）身体測定 11:30一斉下校 ２６（木）スキー教室
そうあんくんの日 ２７（金）１･２年体力アップサポート事業

１２（木）給食開始 頑張り教室 新１年生入学説明会
１３（金）1.17追悼集会 避難訓練 ２８（土）食育de交流会（自治協）
１６（月）委員会活動 PTAふれあい委員会 ３０（月）１･２年体力アップサポート事業
１７（火）全校朝会 高柳っ子教室 ３１（火）音楽集会 高柳っ子教室

※養父市では、お子様を就学させる上で経済的にお困りの方に対して、学用品費等、就学に必
要な費用の一部を援助する制度があります。関係書類一式は学校にありますので、新たに希望
される場合は学校へお問い合わせください。各地区の民生委員・児童委員様には、書類作成に
ご協力をいただきます。よろしくお願いいたします。

《 １２月の草庵先生の教え 「為学登山」 》

今月の生活目標は「学を為すは、たとうればなお山に登るがごとし（為学登山）」
が く な い が く と ざ ん

です。意味は「学ぶことは山に登るようなものだ。辛さや苦しさを体験しながら、
一歩一歩力強く進んで行ってこそ、高いところに達し、喜びもある。」です。
各学年で「漢字・計算を正しくする」「かけ算や引き算のマス計算を３分以内

でできるようにする」「勉強したことをノートを見てふりかえる」「その日習ったことを復
習し、次の授業に向けて予習しよう」「自学を１週間で３ページする。宿題提出率100％」
「１日２回は発表する。全員発表！」といった目標を立てて取り組んでいます。１２月の
全校朝会で『勉強』には「知識を得るために辛くても頑張ること」という意味があるとい
う話がありました。２学期も残りわずかとなりました。２学期に学んだことがしっかりと
身に付くように一生懸命『勉強』してほしいと思います。
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12／1 ４年福祉学習 12／2 ３年 自然の恵みにありがとうの会 12／2 ５年陶芸教室

《 ４年 福祉学習 》

１日、４年生が講師を迎えて福祉学習を行
いました。障害のあるなしに関わらず、色々
な違いを互いに認め合いながら一緒に海や山
の自然を楽しむ活動をされている方々です。
この日はアウトドア用車椅子を持ってきてい
ただき、実際に使ってみながら、大きな段差
でも乗り越えられたり、曲がりくねった道で
も通れたりすることを実感しました。「車椅
子だからできない、楽しめない」と諦めるの
ではなく、「どうしたら一緒にできるか」を
考えることで様々な可能性が広がることを体
験を通して学ばせていただきました。

《 ３年 自然の恵みにありがとうの会 》

２日、３年生が棚田での米作りでお世話に
なった方々を招待し、「自然の恵みにありが
とうの会」を行いました。いただいた米は羽
釜で炊いて、おにぎりを作りました。参加さ
れた皆様には学習発表会でも披露した創作朗
読劇を見ていただき、一緒におにぎりと給食
を食べました。ちょうどこの日のメニューは
「高柳小リクエスト献立」で、６年生が考え
た献立を食べていただきました。食事後はイ
ンタビューを行ったり、お礼の手紙や記念写
真をプレゼントしたりして、楽しく交流を行
い、感謝の気持ちを伝えることができました。

《 ５年 陶芸教室 》

２日、５年生が講師を迎えて陶芸に挑戦し
ました。作るものは「自分の手にあったカッ
プ」です。まずは丸めた粘土の固まりを指で
広げていき、カップの底の部分を作ります。
次に粘土をひも状にして積み上げていきま
す。カップの形は自由です。最後に、粘土ベ
ラで線を描いたり、好きな飾りを作って貼り
付けたりして、それぞれの個性あふれる世界
に１つのマイカップができあがりました。こ
の後は素焼き、釉薬つけ、本焼きを行い、作
品が完成します。どんな作品ができあがって
くるのか楽しみに待ちたいと思います。

《 ３・４年 食育体験 》

７日に３･４年生が食育
体験として畑ヶ中の富有柿
のへた取りを行いました。
柿は昔話や俳句で扱われる
など、日本人になじみ深い
果物です。子どもたちは９日の給食で市内の
小中学校に提供される柿のへたを丁寧に取っ
ていきました。全員が集中して作業に取り組
み、短い時間で作業を終えることができまし
た。柿にはビタミンＡやＣが豊富に含まれ、
風邪の予防にも役立ちます。校区の特産品を
味わっていただきたいと思います。

《 今年度最後のお話広場 》

９日は今年度最後のお話広場が行われまし
た。毎回、色々なお話の読み聞かせをしてい
ただき本当にありがとうございました。今回
は「クリスマスにはおくりもの」「とのさま
サンタ」「Ｄｅａｒ Ｓａｎｔａ」「クリスマ
スのあくま」と季節的にクリスマスに関する
お話が多く見られました。残念ながら６年生
は登校停止中で参加出来ませんでした。２月
には「ありがとうの会」を実施し、子どもた
ちからの感謝の気持ちを伝える予定にしてい
ます。３年ぶりの実施となります。今年こそ
は予定通り実施したいと願っております。

《 ３・５年 プログラミング学習 》

６日に３年生、９日に５年生がプログラミ
ング学習に取り組みました。３年生はレゴで
カタツムリを作り、色々な色に光ったり楽し
い音を出したりするプログラムを、５年生は
スパイロボットを作り、センサーに反応する
と音を出すプログラムを作りました。私たち
の生活では、様々なところでプログラミング
やセンサーが使われています。ＩＴ技術は今
後ますます発展していくでしょう。このよう
な学習を通して、物事を順序立てて考え問題
を解決していくプログラミング的思考力を身
につけさせていきたいと考えています。




